
 

  

 
～ 平成 27年度決算 ～ 

 

ここでは、枚方市の平成2７年度決算を給料400万円の 

ひらかた家の家計簿に例えて紹介します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おじいちゃん達の収入も家計に入

れてもらっているんだね。 

わしらの医療費も増えておる

し、家計の足しにしてもらわん

とな。 

今年は家の増改築をしたから、ローンの借入

が増えているわね。 

ローンの繰上返済や家の修繕に預金を使ったけ

れど、将来に備えるために貯金をしたから、預金

残高は昨年とほぼ同額を維持しているんだ。 

ひらかた家の家族構成 

おじいちゃん、おばあちゃん 

お父さん、お母さん 

息子、娘 

家 計 は 昨 年 と 比 べ て ど う な っ て い る の ？ 

積立基金現在高297 億

円 

うちの家計のやりくりは上手くいっているみたいだね 

でもこれからもしっかりと家計簿をチェックして収入に見合った支出を

心がけないとね！！ 

地方債現在高  983億

円 

人件費

221億円

（16%）

扶助費

334億円

（25%）

物件費

213億円

（16%）

公債費

109億円

（8%）

負担金、補助金・

交付金、繰出金

301億円

（23%）

投資的経費、

維持補修費

107億円

（8%）

積立金

23億円

（2%）

その他

24億円

（2%）

歳出（１，３32億円）

前年度との増減 前年度との増減

父母の給料
(市税）

400万円 食費
（人件費）

158万円 （12万円）

祖父母の年金などの収入
（国・府支出金、地方交付税など）

409万円 （46万円） 医療費や介護費用など
（扶助費）

239万円 （13万円）

住宅ローンなどの借入金
（市債）

89万円 （14万円） 光熱水費や日用品購入など
（物件費）

153万円 （14万円）

預金の取り崩し
（繰入金）

17万円 （14万円） 住宅ローンなどの返済
（公債費）

78万円 （▲3万円）

その他の収入 53万円 （2万円）
家族への仕送りなど
（負担金、補助・交付金、繰出金）

215万円 （7万円）

家の修繕や増改築、家財購入など
（投資的経費、維持補修費）

77万円 （25万円）

預金
（積立金）

16万円 （1万円）

その他の支出 17万円 （6万円）

収入合計 968万円 （76万円） 支出合計 953万円 （75万円）

余ったお金（収入－支出） 15万円 （1万円）

預金残高（積立基金現在高） 213万円 （2万円） ローン残高（地方債残高） 704万円 （23万円）

ひらかた家の家計簿（年間あたり）

支出収入

市税

559億円

（41%）

国・府支出金

357億円

（27%）

地方交付税

116億円

（9%）

地方譲与税・交付金

99億円

（7%）

市債

125億円

（9%）

繰入金

24億円

（2%）

その他

73億円

（5%）

歳入（１，3５3億円）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枚方市の借金や将来の負担は大丈夫？ 

そんなみなさんの疑問に答えられるよう国が、財政の健全度を
．．．．．．．

判断
．．

できる
．．．

指標
．．

である「健全化判断比率」という基準をつくりま

した。 

では、どうやって健全度を判断するの？ 

健全度を判断するために、健全化判断比率（４つの指標）

があります。 

枚方市はどういう状況なのかね？ 

枚方市は、いわゆる赤字かどうかを判断する 

①（実質赤字比率）と②（連結実質赤字比率）はどちらも黒字

のため、平成 27年度は「値なし」となっています。 

毎年の借金返済の負担を示す③の実質公債費比率は、平成

27 年度は目安となる「25％」を大きく下回る「0.4％」で健全な

状態です。 

④の将来負担比率は、「350％」が目安となっていますが、平

成 27年度は「値なし」となっています。 

 

今のところ枚方市は健全な団体となっていますが、この指標は

今後も毎年議会や市民のみなさんに公表し、市の健全度をお

知らせしていきます。 

そうすると、枚方市は今のところ健全な状況といえ

るんですね 

① 一般会計等の赤字額が収入に対して占める割合を示す。   ・・・   「実質赤字比率」 

② 特別会計や企業会計を含む、すべての会計の赤字額が 

収入に対して占める割合を示す。                  ・・・   「連結実質赤字比率」 

③ 借金の返済額（公債費）が収入に対して、どの程度なのか 

どうかを判断する。                           ・・・   「実質公債費比率」 

④ 借金や職員退職金などの将来支払わなければならない 

負債が収入に対してどの程度かを示す。               ・・・   「将来負担比率」 

健全化判断比率の指標 


